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第72回 国立大学図書館協会総会 研究集会

学生のための大学図書館を問い直す:
ユーザーエクスペリエンスの視点から

九州大学からの話題提供

九州大学図書館長

理事・副学長（情報，DX担当）内田誠一

専門：AI, データサイエンス，
画像情報学（含む OCR）
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九大図書館のご紹介 in 10秒

是非ポスターに
お越しください！

図書館TAの
活躍状況とか

イベント開催
状況とか
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話題提供：

昨今のAIの進歩状況から妄想する
「これから図書館の利用者向け

サービスはどうなるのか？」

※弊学で導入予定とかそういう話では全然なく，

話題提供のための「妄想」です
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専門家も驚く：AI技術の進歩速度

「AI時代において，大学図書館の在り方はどうあるべきか，特にユーザー
エクスペリエンスの観点からどうあるべきか」について，５つ程度の視点を，
簡潔な箇条書きで記述してください．

ありがとー．でもやっぱり自分の脳みそ（自然知能）で，できるかぎり
ぶっ飛んだ妄想をしてみます～

 AI が一人ひとりの学習履歴や専攻に合わせて資料をリコメンドし，検索結果を絞り込む
「パーソナライズ探索ポータル」
 AI レコメンダやセマンティック検索で“探す時間”を最小化し，発見の喜びを最大化する。

 生成 AI チャットボットによる 24 / 7 のバーチャル・レファレンス
 閉館後でも自然言語で質問でき，必要に応じて司書につなぐ“ハイブリッド窓口”を実現。

 AI 搭載の共同学習／制作スペース（XR・データラボ・メディアスタジオ）の拡充
 「資料を読む場所」から「知を共創する場」へ転換し，実験的に AI ツールを試せる環境を提供。

 行動ログと学習データの分析で UX を継続的に改善する「データ駆動型ライブラリー運営」
 利用動向を可視化し，館内導線や電子リソースの配置を動的に最適化。

 AI 倫理・透明性の確保と AI リテラシー教育の中核拠点化
 アルゴリズム・バイアスの説明責任を果たしつつ，学生・教員へ AI の安全な活用法を継続的にトレーニング。

                                                                       2025/6/16 ChatGPT o3による回答

Q大

Q大
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自然知能で妄想した「起こり得る変化」：

図書館の文献調査機能はDeep Researchに？

 ChatGPTのDeep Researchを使えば，サマリも出してくれる

「AI普及時代における図書館のありかた」について論じた文献を列挙し，
それぞれのサマリも日本語でつけてください．．

Q大
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こういうのも見つけてくれました：

国際図書館連盟(IFLA)による「AIに対する図書館の
戦略的対応」に関する作業文書(Nov. 2023)

ありがと～．でも今回は，できる限り自力で妄想してみます！

Q大
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自然知能で妄想した「起こり得る変化」：

「図書館＝最先端サービスの提供窓口」に

 これまでの図書館は「最先端の知」の提供窓口

 今後は広く「最先端のサービス」の提供窓口へ！
 「サービス」＝AI系，XR，インクルージョン技術，
データ関連支援，オンライン教材のキュレーション，
学修分析，各種コンサル，ジョブマッチング，学友探し？

健全な知のための「学びの実験室」も提供
 「AIのせいで均質・画一化した学び」を壊すための学び

 「AIが作ってしまったフィルターバブル」を壊すための学び

 「学びたいことを学びたいときに学べる場」の提供

By ChatGPT o3

By ChatGPT o3
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自然知能で妄想した「起こり得る変化」：

「図書館＝非日常的な場」としての価値

ネットから遮断された「学習個室」
 AIから距離を置く（AIデトックス）場

 散策しながらモノ（書籍）を探すことの価値
 「探検」や「路上観察」と同類の喜び

 高タイパな「検索・生成」とは違う価値観の提供

 「他者の学びが見える場」としての図書館

グループ活動できる場
 今後個別学習が進み，グループ活動が減る!?
• 様々な意見を持つ人々で構成されるリアルなグループは貴重

 飲食可能書店のように，大学図書館も学生食堂とつなげる？

By ChatGPT o3

By ChatGPT o3
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自然知能で妄想した「起こり得る変化」：

学習サポートデスクに期待される機能が変わる？

 ある程度自習できる学生には，人間メンターの必要性は下がるかも
 レポートの書き方などは，AIが自動で指導・修正・評価

自習できない学生には，人間のメンターが引き続き必要！
 学習者に「①問題意識や課題を持つ」「②問題意識や課題を言語化」
「③AIの出力を吟味」の3スキルがなければ，AIは役に立たない
• 子どもに六法全書を持たせても何も起きないのと同じ

 結果的に，従前よりも「メタ」な学習サポートが重要に
 自習の方法，課題設定法，学んだことの正しさの検証法

 個別自習化が進むと「自分がちゃんと学べているか，
不安に思う学生」が出てくるかも… 
 「大丈夫だよ，ちゃんと学べている」と安心させるメンターが必要

By ChatGPT o3

By ChatGPT o3
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自然知能で妄想した「起こり得る変化」：
「モノとしての本」の意義が変わる？

 Retro-digitizationが進めば，すべての
書籍が電子的にアクセス可能に
 音楽はサブスクでCDショップが消えた

 本屋も20年で半減

 一方，改ざん不能な「モノとしての本」は
「ファクトの最後の砦」に
 真偽ごちゃまぜのネット世界と隔離

 健全に史実を100年後に残す「資料館」的価値

 「ちょうどよい所有感」を満たす
 「物理的実体としてのモノ」に，自由にアクセスできる喜び
• レコードのアナログ盤，ポラロイドカメラ，ボードゲーム，等と同様 PaperTabが実用化されれば

また新たな展開が？

我が国の書店数の推移
「出版科学研究所」のデータをChatGPTでグラフ化

By ChatGPT o3
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自然知能で妄想した「起こり得る変化」：

学術論文は「AIがお墨付き」？→ジャーナル不要？

 今後「AI査読」が信頼されるようになるかも？
 「実験データ＋論文」についてAIが妥当性等を評価

 各論文のレベルまで評価できる可能性も

 そうするとジャーナル頼りだった「投稿→査読
→出版」プロセスが過程が不要に？
 著者それぞれで「AI査読→グリーンOA」で事足りる？

 電子ジャーナルのコスト増問題が解決？

 ただし問題も..
 「AIが査読する」世界は本当に健全か？
• 査読は面倒だが研究者にとっては学びの場でもある…

 AIをハックして，不当に高評価を狙う論文が出てくる？

 斬新な研究については評価が不安定に？
• これは人間も同じ…?

By ChatGPT o3
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